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■ 二酸化炭素排出量の推移

合　計

単位：ｔ-CO2

2008年度
実績

2007年度
実績

2006年度
実績

● 二酸化炭素排出係数については「地球温暖化対策の推進に関する法律
施行令」に定める数値を使用しています。

● 対象範囲は、近鉄百貨店（9店舗）、専門店ビル（2ケ所）、流通センター（2ケ所）、外商ショップ（10ケ所）および店・本部事務所の合計です。
● 熱量換算係数については、電気は「エネルギーの使用の合理化に関する法律施行規則」、ガス、灯油は「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令」に定
める数値を使用しています。

● 達成状況は、達成○、未達成×で表示しています。

２００８年度の目標は、９項目のうち６項目を達成することができました。
全社の電気使用量は削減しましたが、阿倍野店での灯油の使用が終了しガスに切り替わったため、全社
でのガス使用量は増加しています。
二酸化炭素排出量は、２００８年度の電力由来の排出係数が増加していることにより対前年で4.9％
増加しています。一方、各店舗のエネルギー使用量原単位は、1.6％削減しています。

環境経営の推進

2008年度の環境目標と実績

56,135 53,506 57,061

■ エネルギー使用量原単位の推移

合　計

単位：千MJ/m2・h

2008年度
実績

2007年度
実績

2006年度
実績

● 百貨店9店舗合計の電気・ガス・灯油使用量原単位

0.8217 0.8354 0.8522
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近鉄百貨店の環境保全活動
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近鉄百貨店環境方針

1. すべての業務において、省資源・省エネルギー・廃棄物抑制・リサイクル
の推進など環境に配慮した活動に努めます。

2. お客様とお取引先との接点に立ち、環境にやさしい商品の取り扱いを広
めます。

3. 目的・目標を年度毎に定めてその達成に努めるとともに、結果を確認し
継続的な改善を行います。

4. 環境にかかわる法規制・条例・その他要求事項を守り、汚染の予防に努
めます。

5. 全従業員に対し環境への取り組みを周知徹底するとともに、社外にも公
開し地域社会とのコミュニケーションを図ります。

近鉄百貨店は限りある資源と地球環境を大切にし、
地域社会と共生を高め、社会への貢献に努めます。

基本方針

行動指針

2009年3月1日

近鉄百貨店では、全従業員が社会的要請である環境保全問題に適切に応え、環境に対する意識をより
一層高めています。

目
的 項目 目標値

2008年度
実績

対前年
増減率

2006年度
実績

2007年度
実績

2008年度目標 対前々年
増減率

達成
状況

11,453 1.6% －0.9%

－3.0%

－2.1%

－25.2%

－11.9%

－2.8%

7.3%

－2.9%

－6.0%

1,300,390

147,445

22,355

1,534

13,161

10.52

842

266

11,735

○

○

○

○

○

○

×

×

×

－1.8%

3.2%

－12.9%

－8.4%

5.5%

2.1%

－3.8%

－1.6%

1,283,718

139,886

19,198

1,476

12,126

11.06

850

254

1,260,803

144,421

16,718

1,352

12,789

11.29

818

250

11,631

全店の電気使用量を
前年実績以下とする

全店のガス使用量を
前年実績以下とする

全店の灯油使用量を
前年実績以下とする

全店の水道使用量を
前年実績以下とする

外商用自動車でのガソリン
使用量を前年度実績以下とする

前年実績を上回る

全店の包装紙・手提袋使用量を
前年実績以下とする

全店のレジ袋使用量を
前年実績以下とする

全店の廃棄物排出量を
前年実績以下とする

電気使用量
［千ＭJ］

ガス使用量
［千ＭJ］

灯油使用量
［千ＭJ］

水道使用量
［千m3］

ガソリン使用量
［千MJ］

外商用自動車燃費効率
［km/ℓ］

包装紙・手提袋使用量
［ｔ］

レジ袋使用量
［ｔ］

総廃棄物排出量
［ｔ］
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ごあいさつ

環境トピックス

「クールビズ」ファッションショー
京都で開催！ 

　2009年5月31日（日）、
京都市役所前広場でチー
ム・マイナス6%（環境省）
主催の「クールビズ」ファッシ
ョンショーが行われました。近
鉄百貨店も参加し、モデルと
してショーで活躍しました。 

和歌山店のエコ包装の取組み

　毎月販売される「近鉄百貨店オリジナルエコバッグ」の枚数
は約450枚。そのうち和歌山店で約4分の1の枚数が売れて
います。半年で約600枚を売るその秘密は・・・。
　1階の案内所ではお客様が手に取って見やすいようにエコ
バッグのディスプレイを行っています。また、マイバッグ持参者
への店独自のスタンプカードも発行しています。和歌山県では
スーパーのレジ袋の有料化にともない、エコバッグに人気が集
まっています。

グリーン電力でイルミネーション！

　阿倍野店とHoop、andを結ぶ回廊を彩るイルミネーション
はグリーン電力を使用しました。サトウキビを原料にしたバイ
オマス発電と風力発電のグリーン電力証書を購入し、光のゲ
ートを2009年10月～2010年1月まで点灯させました。 
　その結果約20トン弱の二酸化炭素削減に貢献したとみな
されました。電力を使いながらもエコに貢献しています。 

河南町弘川の森づくり活動

　阿倍野店では、2007年から企業の社会貢献活動の一環と
して、「河南町弘川の森づくり活動」へ参画しています。
　2009年も引き続き、ヤマザクラ等広葉樹の植栽や苗木を
保護するための下草刈を行いました。息の長い活動として、地
道にコツコツ続けていく予定です。 

ヤマザクラ等の保護に協力温暖化防止イベントに参加

目立つ1階の案内所に展示

きらびやかさもエコで！

　また、2008年3月から新トートエコバッグと従来のオリ
ジナルエコバッグの売上金の一部を財団法人オイスカ「子
供の森」計画に寄付することにしました。2008年度の寄
付額は18万円でした。 




